
　

勤
務
環
境
が
厳
し
い
ア
フ
リ
カ
に
は
、

体
力
の
あ
る
若
手
を
送
る
べ
き
だ
。「
若
手

大
使
」
と
銘
打
た
れ
て
、
ガ
ー
ナ
の
片
上

大
使
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
越
川
大
使
と
と
も
に
、

私
は
西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

に
、
２
０
０
８
年
の
秋
に
赴
任
し
た
。

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は
、
か
つ
て
は
西

ア
フ
リ
カ
の
中
核
国
で
、
コ
ー
ヒ
ー
や
カ

カ
オ
な
ど
の
商
品
作
物
の
生
産
を
軸
に
、

豊
か
な
経
済
を
築
い
て
き
た
。
し
か
し
２

０
０
２
年
に
北
部
の
反
乱
が
起
こ
り
、
国
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「
日
本
の
楽
器
が
友
好
を
奏
で
る
」

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
大
使
　

岡
村 

善
文

は
南
北
に
分
断
さ
れ
た
。
日
本
大
使
館
は

一
時
閉
鎖
、
前
任
の
大
使
は
２
０
０
６
年

に
退
避
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
日

本
と
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
友
好
関
係
を

再
び
取
り
戻
す
の
が
、
私
の
仕
事
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
、
何
か
ら
手
を
付
け
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
内
戦
突
入
後
、
各
国
と
も

経
済
協
力
は
中
断
し
、
欧
米
や
日
本
の
企

業
の
多
く
は
撤
退
し
た
。
国
民
和
解
の
合

意
に
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
の
平
和
が
訪
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
こ
の
国
が
大
統
領
選
挙

を
行
う
ま
で
は
、
経
済
協
力
、
貿
易
の
再

開
、
政
府
要
人
の
往
来
な
ど
お
預
け
で
あ

る
。
日
本
の
存
在
感
を
ゼ
ロ
か
ら
再
建
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
思
え
た
。

　

あ
る
日
の
夜
、
ド
イ
ツ
大
使
が
公
邸
で

開
い
た
音
楽
会
に
、
私
も
招
か
れ
た
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
民
族
音
楽
の
演
奏
家
が

次
々
に
登
場
し
て
演
奏
す
る
。
紛
争
に
か

か
わ
ら
ず
、
音
楽
を
愛
す
る
人
々
は
、
た

ゆ
ま
ず
修
練
を
重
ね
て
き
た
の
だ
。
感
慨

に
ふ
け
っ
て
い
た
ら
、
声
を
か
け
ら
れ
た
。

おかむら よしふみ
1981年東京大学卒業、外務
省入省。国連コソボ暫定統治
機構（UNMIK）首席政務官、軍
備管理軍縮課長、在仏大使館
公使、在ウィーン代表部公使を
経て、2008年９月より現職。ブ
ログ「コートジボワール日誌」で
大使の日常を綴る。

世
界
各
国
に
あ
る
大
使
館
は
１
３
３
、
総
領
事
館
は
64（
２
０
１
０
年
８
月
現
在
）、
外
国
と
外
交
を
行
う
上
で
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
外
交
の
最
前
線
＝
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
活
動
す
る
外
交
官
に
、
現
地
で
の
日
々
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

外交 Vol. 1｜140



  「
日
本
大
使
と
お
見
受
け
し
ま
す
が
」

　

は
い
、
そ
う
で
す
が
。
そ
の
女
性
は
、

自
分
は
国
立
音
楽
院
の
教
授
だ
と
名
乗
り
、

そ
し
て
、
私
に
言
っ
た
。

  

「
日
本
大
使
、
私
た
ち
は
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
」

　

さ
て
私
に
は
身
に
覚
え
が
な
い
。
そ
う

応
え
る
と
、
女
性
教
授
は
、
私
を
、
さ
き

ほ
ど
楽
団
が
演
奏
を
し
て
い
た
場
所
に
案

内
し
た
。
そ
こ
に
は
、
楽
器
を
収
め
た
黒

い
ケ
ー
ス
が
、
一
カ
所
に
ま
と
め
て
置
い

て
あ
っ
た
。
見
る
と
、
一
つ
一
つ
の
楽
器
に
、

小
さ
な
日
の
丸
が
付
い
て
い
た
。

  

「
こ
れ
ら
の
楽
器
は
全
部
、
過
去
（
１

９
９
２
年
）
に
日
本
が
供
与
し
て
く
れ
た

も
の
な
の
で
す
。
音
楽
院
の
学
生
た
ち
は
、

こ
の
楽
器
の
お
か
げ
で
、
音
楽
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

取
り
出
さ
れ
た
サ
ッ
ク
ス
や
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
は
、
新
品
の
よ
う
に
磨
き
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
文
化
無
償
で
日
本
か
ら
贈
ら

れ
た
楽
器
は
、
音
楽
院
の
先
輩
か
ら
後
輩

へ
、
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
た
。

　

政
治
や
社
会
の
混
乱
が
あ
る
と
、
お
よ

そ
芸
術
活
動
は
真
っ
先
に
犠
牲
に
な
る
。

し
か
し
、
音
楽
院
の
学
生
た
ち
は
、
再
び

芸
術
が
生
き
返
る
日
を
待
ち
な
が
ら
、
楽

器
と
技
術
を
磨
い
て
き
た
の
だ
。

　

こ
の
音
楽
院
へ
の
協
力
以
外
に
も
、
私

は
あ
ち
こ
ち
で
、
日
本
が
過
去
に
行
っ
た

協
力
に
つ
い
て
感
謝
さ
れ
た
。
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
と
の
関
係
は
、
決
し
て
ゼ
ロ
に

は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
過
去
何
十
年
と

積
み
上
げ
ら
れ
た
経
済
協
力
の
実
績
は
、

少
々
の
困
難
な
時
期
を
経
て
も
、
し
っ
か

り
と
両
国
友
好
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。

　

楽
器
の
話
に
戻
る
。
そ
の
年
の
年
末
、

公
邸
で
開
催
し
た
天
皇
誕
生
日
の
祝
賀
会

に
、
音
楽
院
の
学
生
た
ち
に
来
て
も
ら
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
か
ら
贈
ら
れ
た
楽

器
を
携
え
て
。
大
勢
の
お
客
さ
ん
を
前
に
、

学
生
た
ち
の
楽
隊
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
国
歌「
ア
ビ
ジ
ャ
ネ
ー
ズ
」と
日
本
の「
君

が
代
」
を
、
高
ら
か
に
吹
奏
し
た
。

  

「
こ
こ
に
集
う
音
楽
院
の
学
生
さ
ん
た
ち

は
、
日
本
と
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
協
力

関
係
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
行
っ

た
協
力
を
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
人
々

が
大
切
に
受
け
取
り
、
年
月
を
経
て
、
そ

れ
を
豊
か
に
育
て
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う

関
係
こ
そ
、
本
当
の
友
好
の
関
係
で
す
」

　

私
は
、
祝
辞
を
そ
う
締
め
く
く
っ
た
。

上・日本から贈られた楽器で演奏する音楽院の学
生たち。下・現地の人 と々交流する大使
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